


















大学 107 校，短大 39 校であった（文部科学省 2008）のが，2011 年度には大学 724 校（1997 年度






























































　インターンシップに参加した学生に対して，参加前（7 月）と参加後（9 月から 10 月）に次に示
す自己効力感（バンデューラ 1997，高橋 2006，大久保 2006a，2006b）を測定するための 4 つの階
層構造から成る質問項目（Q1：仕事観，Q2：キャリア観，Q3：キャリア志向，Q4：自己認識）を
用いて 5 件法（1. かなり思う，2. やや思う，3. どちらでもない，4. あまり思わない，5. まったく思
わない）による簡単なアンケート調査（菅原・渡部 2013）を実施した（表 1）．本研究では，これら





























注）図 2，図 3，図 4，図 5 に関して軸ラベルは B（参加前），A（参加後）を示す．
　その結果，参加前と参加後を比較した場合に，すべての項目で自己効力感が上昇している（学生 D），
Q4（他項目は同値）だけ上昇している学生（学生 C），すべての項目で下降している学生（学生 E，
学生 F），いずれにも当てはまらない学生（学生 A，学生 B）に分類された．
　これらの結果を見る限りにおいては，インターンシップに参加したことによる自己効力感に対する



















































































































































































　一方，2 人が 3 項目で下降したと回答した．1 人（学生 D）は，キャリア観が上昇しているが，仕事観，
キャリア志向，自己認識の 3 項目で下降し（図 8），1 人（学生 A）が，キャリア観，キャリア志向，
自己認識の 3 項目で下降している（図 9）．また，2 人が 2 項目で下降したと回答ており，学生 C は
仕事観，キャリア観，学生 G は仕事観，キャリア志向の各項目が下降している（図 10，図 11）．学
生 E は 1 項目（キャリア志向）が下降している（図 12）．参加前後において自己効力感に変化のな
い学生も 4 人いた（学生 F，H，I は参加前後において「4. 思う」で，学生 J は同様に「2．思わない」）．
　次に，ジョブシャドウイング参加前後においてそれぞれの項目に対する評価がどの程度上昇したか，
あるいは下降したかを検討した（表 3）．
　それぞれの質問項目ごとにみていくと，「仕事観」が上昇しているのは 1 人，下降しているのは 4 人，
「キャリア観」が上昇しているのは 3 人，下降しているのは 2 人，「キャリア志向」が上昇している
のは 1 人，下降しているのは 4 人，「自己認識」が上昇しているのは 1 人，下降しているのは 1 人となっ
た．
　「仕事観」で 4 人が下降を示しているが，今回の試行で行った 1 日間のジョブシャドウイングでは「仕
事とは自分にとってどんな意味があるのか」（高橋 2012）を具体的イメージとして捉えることができ
ないからなのではないかと考えられる．「キャリア観」では 3 人が上昇している一方で，2 人が下降




己認識」においては，1 人が上昇している一方で，2 人が下降しており，下降の幅も 1 人が「5. かな
り思う」から「2. 思わない」への 3 ポイント下降，1 人が「5. かなり思う」から「1. まったく思わない」




Q1 仕事観（人） Q2 キャリア観（人） Q3 キャリア志向（人） Q4 自己認識（人）
上昇（+4）
上昇（+3）
上昇（+2） 1 （3→5） 1 （0→2）
上昇（+1） 1 （2→3） 2 （3→4，2→3） 1 （3→4）









下降（-1） 3 （5→4，2人:4→3） 1 （5→4） 2 （2人:4→3）
下降（-2） 1 （4→2） 1 （4→2）
下降（-3） 2 （5→2， 4→1） 1 （5→2）
下降（-4） 1 （5→1）
注 1：括弧内に人数の表記がないものは 1 名
注 2：表中の例えば（1 → 3）は，ジョブシャドウイング参加前から参加後において，評価ポイント
が 2 ポイント上昇したことを示している．
　一方で，「仕事観」6 人，「キャリア観」6 人，「キャリア志向」6 人，「自己認識」8 人が変化なし









































　3 項目で自己効力感が上昇した学生 K のジョブシャドウイング参加前のアンケートには「雰囲気を
感じることが一番だと思う」とあり，参加後のアンケートには「後ろで見学するという方が俯瞰する
ことができてよいと思った」とある．ジョブシャドウイングは，大人の働く姿を影のように付いて観




　一方で，3 項目で自己効力感が下降した学生 D の参加前のアンケートには「職場がどういったもの
か実感できること」とあるが，参加後のアンケートには「自分が下積みをするべきことが具体的になっ


































































The Influence of Job Shadowing and Internship with Workplace 
Experience on Career Awareness in University Education
WATANABE Makoto and SUGAWARA Ryo
Abstract: It is estimated that internship and job shadowing affect the students who participate in those activities 
differently. However, there is little research on the influence of internship and job shadowing on the formation 
of students’ career awareness.  Bearing this in mind, this paper examines the influence of internship and 
job shadowing on the students who participate in those activities, explors their effects on career awareness. 
This research is conducted based on the information acquired in the implementation of HBU students of the 
internship in 2012 and the job shadowing in 2013, which the authors oversaw.  As a result, it was observed that 
the internship encourages more specific awareness, such as job and career perception, while job shadowing 
plays a role in motivating the career formation.
